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はじめに

このたびは、（株）デジタル製 Pro-Designerをお買いあげいただき、誠にありがとうござ
います。

PD-Adapterのご使用にあたっては、本書をよくお読みいただき、Pro-DesignerおよびPD-
Adapterの正しい取り扱い方法と機能を充分にご理解いただきますようお願いします。

(1) ｢Pro-Server通信ツール｣(以下本製品といいます)のプログラムおよびマニュアル
類は、すべて(株)デジタルの著作物であり、(株)デジタルがユーザーに対し「ソフ
トウェア使用条件」に記載の使用権を許諾したものです。当該｢ソフトウェア使用
条件｣に反する行為は、日本国内外の法令により禁止されています。

(2)本書の内容については万全を期して作成しておりますが、万一お気づきの点があ
りましたら、(株)デジタル営業担当窓口までご連絡ください。

(3)前項にかかわらず、本製品を使用したことによるお客様の損害、および逸失利益、
または第三者からのいかなる請求につきましても、当社はその責任を負いかねま
すので、あらかじめご了承ください。

(4)製品の改良のため、本書の記述と本製品のソフトウェアとの間に異なった部分が
生じることがあります。最新の説明は、別冊ないし電子的な情報として提供して
いますので、あわせてご参照ください。

(5)本書は、(株)デジタルから日本国内仕様として発売された製品専用です。

(6)本製品が記録・表示する情報の中に、(株)デジタルまたは第三者が権利を有する無
体財産権、知的所有権に関わる内容を含むことがありますが、これは(株)デジタ
ルがこれらの権利の利用について、ユーザーまたはその他の第三者に、何らの保
証や許諾を与えるものではありません。

お断り

© Copyright 2002 Digital Electronics Corporation. All rights reserved.

本書に記載の商品名は、それぞれの権利者の商標または登録商標です。
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図 1-1：システム構成

第 1章 概要

1.2 システム構成
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PD-Adapterを使用したシステム構成例を示します。

1.1 PD-Adapter概要

Pro-Server通信設定ツール（以下、PD-Adapterと称します）はPro-Designerと Pro-
Serverを接続するツールです。ここではPD-Adapterのシステム構成、機能の概要、および
インストール方法について説明します。

PD-Adapterを使用すると、Pro-Designer上の変数データをPro-Server上で参照すること
ができます。また、Pro-Designerからのトリガにて、Pro-Serverのアクション機能や配信
機能を利用することができます。その上Pro-Serverのインターフェース機能を利用して外
部アプリケーションでPro-Designerのデータを参照することができます。
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PD-Adapterの動作環境を示します。

■設定時の動作環境

1.3 動作環境

Pro-DesignerインストールCD-ROMを CD-ROMドライブに入れます。インストールメニュー
画面が表示された場合は終了してください。

[スタート]メニューから[ファイル名を指定して実行]を選択し、Pro-Designerインストー
ルCD-ROM内の¥PSCTInstall¥Setup.exeを実行してください。インストールが開始されま
す。後はインストーラの指示に従って設定を行ってください。

注意事項

1. 通信設定を行う場合は、Pro-Designerがインストールされてい

るパソコンにインストールしてください。

2. 通信を行う場合は、Pro-Serverがインストールされているパソ

コンにインストールしてください。

インストール後、スタートメニューの「プログラム」－「Pro-face」－「Pro-Series」－
「Tools」の中の“Pro-Server通信ツール”を起動します。

1.4 インストール

■通信時の動作環境

パソコン PC/AT互換機（PLシリーズ含む）

OS
Windows NT

®
4.0（Service Pack4以上）

Windows
®
 2000

Windows
®

 XP
Pro-Designer Ver.3.0以上
Pro-Server with Pro-Studio for Windows Ver.3.12以上

必要アプリケーション

パソコン PC/AT互換機（PLシリーズ含む）

OS
Windows NT

®
4.0（Service Pack4以上）

Windows
®
 2000

Windows
®
 XP

必要アプリケーション Pro-Server with Pro-Studio for Windows Ver.3.12以上

ネットワーク イーサネット、TCP/IPプロトコル使用
接続ターゲット Pro-Designerランタイムに準拠
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1.5 PD-Adapterの機能について

� PD-Adapter は、Pro-Designerと Pro-Server間を接続するためのツールです。

� 通信を行うのに必要な情報を、Pro-Designerより自動取得します。

� Pro-Server用にネットワークプロジェクトファイル（*.npj）を作成します。

� イーサーネットを使用して、離れたターゲット上のPro-Designer ランタイムとPro-
Serverの間でデータの受け渡しを行います。

� 複数ターゲットの変数と同時に接続することができます。

� 起動時に自動的に通信を開始することができます。
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1. Pro-Designerエディタ上でデータシェアリングの設定を「使用する」に設定し、ター
ゲット機に転送します。

2. PD-Adapterを起動します。

3. PD-Adapterの設定画面でPro-Designerのプロジェクト名、ターゲット名を選択します。

4. データを共有するターゲット名を選択しターゲット機のIPアドレスを設定します。

5. 登録されたターゲットの変数リストから変数を選択します。

6. PD-Adapterで設定した内容をPD-Adapter通信設定ファイル（*.pda）として保存しま
す。

7. 接続したい変数を選択した後、Pro-Serverでの通信に必要なネットワークプロジェク
トファイル（*.npj）を出力します。

8. 手順7で出力したネットワークプロジェクトファイル（*.npj）をPro-Studioで開き、
上書き保存します。

9. 接続対象となっているターゲットのPro-Designerのランタイムが起動していることを
確認し、手順6で保存したPD-Adapter通信設定ファイル（*.pda）をPD-Adapterで開
いて通信を開始します。

図 2-1：フローチャート

第 2章　設定から通信までの手順

Pro-Designer にてプロジェクトを作成
（作画、DataSharing設定）

参照→3.1.1 Pro-Designer [設定]

↓

Pro-Designerプロジェクトのビルドおよび
接続ターゲットへの転送

↓
PD-Adapterで通信設定を行い、

PD-Adapter通信設定ファイル（*.pda）を保存
参照→3.1.4 PD-Adapter [保存]

↓
PD-AdapterでPro-Serverに必要なネットワーク

プロジェクトファイル（*.npj）を作成
参照→3.1.9 PD-Adapter [Pro-Server ファイル出力]

↓
PD-Adapterで作成したネットワークプロジェクト

ファイル（*.npj）をPro-Studioで開き、上書き保存する
参照→3.2.1 Pro-Server [接続設定]

↓

PD-Adapter通信設定ファイル（*.pda)を開く
参照→3.1.12 PD-Adapter [既存選択]

↓

PD-Adapterで通信を開始する
参照→3.2.2 PD-Adapter [通信]
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PC/AT互換機

Pro-Server

PC/AT互換機

Pro-Server

PD-Adapter

Pro-Designer Editor

Pro-Designer 
全変数リスト

PD-Adapter
通信設定ファイル

PD-Adapter

ネットワーク
プロジェクト 
ファイル

上位アプリケーション

PD-Adapterの機能を使用する上で設定する必要のある項目を以下にあげます。

Pro-Designerのエディタ上で対象
プロジェクトを開きます。ターゲッ
トのプロパティにて以下の設定を
行ってください。

� IPアドレス
ターゲット機のIPアドレスを設
定してください。データ転送先
が「ローカル」の場合、IPアド
レスは自動的にセットされます。

� データシェアリング設定
[データシェアリング]プロパ
ティを必ず「使用する」に設定
し、ポート番号を設定してくだ
さい。
参照→4.1 設定時の制限事項

設定が終了したら、ビルドを行い、
ターゲットに転送します。

図 3-2：Pro-Designer ターゲットのプロパティ

図 3-1：設定時の構成図

2カ所設定必要

第3章　オペレーション

3.1 接続設定

3.1.1 Pro-Designer［設定]
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PD-Adapterを起動します。（Windowsの「スタート」メニューの「プログラム」→「Pro-
face」→「Pro-Series」→「Tools」→「Pro-Server通信ツール」）

タスクトレイに登録 された形で以下のステータスウィンドウが起動します。

「接続」メニューから「閉じる」を選択することで、ステータスウィンドウを閉じることが
できますが、タスクトレイにはそのままPD-Adapterが残ります。タスクトレイのアイコン
上で、右クリックしてメニューを表示させた後、「Window表示」をクリックするか、アイコ
ン上でダブルクリックを行うことで、ステータスウィンドウを表示させることができます。
完全に終了させる場合は、タスクトレイのアイコン上で右クリックを行い、メニューを表示
させた後、「終了」を選択することで、終了させることができます。

3.1.2 PD-Adapter［起動］

上記ステータスウィンドウのメニュー説明

図 3-3：ステータスウィンドウ

メニュー コマンド 概要 参照先
新規作成 新しく通信設定を行う 3.1.3 PD-Adapter［新規作成］

既存選択
以前設定したファイルを
開く 3.1.11 PD-Adapter［既存選択］

保存 通信設定を保存する 3.1.4 PD-Adapter［保存］

Pro-Serverファ
イル出力

ネットワークプロジェク
トファイル（*.npj）を
出力する

3.1.9 PD-Adapter［Pro-Server
ファイル出力］

閉じる ステータスウィンドウを
閉じる

3.3.1 PD-Adapter［閉じる］

PD-Adapter終了 PD-Adapterを終了する 3.3.2 PD-Adapter［終了］

ターゲット編集 ターゲットの編集 3.1.10 PD-Adapter［編集］
変数編集 変数の編集 3.1.10 PD-Adapter［編集］
通信開始 通信を開始する 3.2.2 PD-Adapter［通信］

通信中断 通信を中断する 3.2.2 PD-Adapter［通信］
通信設定 通信設定を行う 3.1.5 PD-Adapter［通信設定］
自動通信 起動時に通信を開始する 3.1.8 PD-Adapter［自動通信］

マニュアル マニュアルを表示する

PD-Adapterの
バージョン情報

バージョン情報を表示す
る

ヘルプ

接続

編集

通信

設定
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新しい通信変数設定を行う場合は、「接続」メニューから「新規作成」を選択します。以下
のダイアログが表示され、Pro-Designerにて作成したプロジェクト名を選択します。

注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項：PD-Adapterの変数を追加する時は、必ずPro-Designerのビル

ド後に行ってください。PD-Adapterは、Pro-Designerがビル

ド時に生成するデータからプロジェクト/ターゲット/変数の

情報を取得しています。そのため選択するプロジェクトがビル

ドされていない場合、正しい情報を取得できない恐れがありま

すので、変数追加作業を行う前には必ずビルドを行ってくださ

い。

プロジェクト設定ダイアログ（図 3-4）でプロジェクト名を選択し「次へ」ボタンを押す
と、ターゲット設定ダイアログ（図 3-5）になります。「キャンセル」ボタンを押すと、ス
テータスウィンドウに戻ります。

ターゲット設定ダイアログ（図 3-5）では、プロジェクト設定ダイアログ（図 3-4）で指定
したプロジェクト内から接続するターゲットを選択します。

図 3-5：ターゲット設定ダイアログ

図 3-4：プロジェクト設定ダイアログ

3.1.3 PD-Adapter［新規作成］
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接続するターゲットをターゲット名のリストの中から選択し、それに対応するターゲットマ
シンのIPアドレスを入力してください。ローカルコンピュータをターゲットとする場合は、
ローカルのチェックボックスにチェックしてください。

ターゲットを選択した状態で、「追加」ボタンを押すと右の“接続ターゲット一覧”にター
ゲット名とIPアドレスが追加されます。接続する全てのターゲット名を“接続ターゲット
一覧”に追加してください。

“接続ターゲット一覧”に追加したターゲットを削除したい場合は、ターゲット名を選択し、
「削除」ボタンを押すと削除することができます。

注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項：ターゲットおよび、IPアドレスを重複して使用することはでき

ません。

ターゲット設定ダイアログ（図 3-5）で「次へ」ボタンを押すと、変数設定ダイアログ（図
3-6）になります。「戻る」ボタンを押すと、プロジェクト設定ダイアログ（図 3-4）に戻り
ます。

変数設定ダイアログ（図 3-6）では、選択したターゲットのデータから変数情報を読み込
み、その情報に従って変数名が一覧表示されます。

表示された変数名の一覧から接続したい変数を選択し、「追加」ボタンを押すことで変数名
が“ターゲット名_変数名”の形で“接続変数一覧”に追加されます。

ここでは接続するすべての変数名を“接続変数一覧”に追加してください。リストからター
ゲットを選択することにより、ターゲット設定ダイアログで選択した複数のターゲットの変
数を追加することができます。

“接続変数一覧”に追加した変数を削除したい場合は、変数名を選択し、「削除」ボタンを押
すと削除することができます。

変数設定ダイアログ（図 3-6）で「次へ」ボタンを押すと、ステータスウィンドウ（図
3-3）に戻ります。ステータスウィンドウでは、選択を行った通信変数設定の内容を参照す
ることができます。「戻る」ボタンを押した場合、ターゲット設定ダイアログ（図 3-5）に
戻ります。

図 3-6：変数設定ダイアログ
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「接続」メニューから「保存」を選択することで、現在ステータスウィンドウ（図 3-3）に
表示されている通信設定データがPD-Adapter通信設定ファイル（*.pda）として保存されま
す。

図 3-8：通信方向設定

図 3-7：通信設定ダイアログ

3.1.4 PD-Adapter［保存］

3.1.5 PD-Adapter［通信設定］

「設定」メニューから「通信設定」を選択することで、通信設定ダイアログ（図 3-7）が表
示されます。通信設定ダイアログでは、ポーリング周期の設定ができます。PD-Adapterは
ここで設定した周期で通信を行います

注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項：通信するデータ量が多い場合は、必ず設定した周期で通信でき

るとは限りません。ポーリング設定の変更は、通信中は行えま

せん。必ず通信を中断させてください。

3.1.6 PD-Adapter［通信方向］

ステータスウィンドウ（図 3-3）上のリストに変数が表示されている場合、変数上で右ク
リックすることで通信方向を変更することができます。通信方向は以下の3種類から選択で
きます。

Pro-Designer <-> Pro-Server ：双方向で変化を通信する

Pro-Designer -> Pro-Server ：Pro-Designerでの変化をPro-Serverに通信する

Pro-Designer <- Pro-Server ：Pro-Serverでの変化をPro-Designerに通信する

初期状態は双方向（Pro-Designer <-> Pro-Server）になっています。
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「設定」メニューから「自動通信」を選択することで自動通信設定ダイアログ（図 3-10）が
表示され、設定を行うことができます。自動通信設定ダイアログでは、PD-Adapter起動時
に自動で読み込むPD-Adapter通信設定ファイル（*.pda）の設定、起動時に自動で通信を開
始する設定を行うことができます。

「起動時に自動でファイルを読み込む」チェックボックスをチェックすることで、ファイル
へのパスを入力することができるようになり、「起動時に自動で通信を開始する」チェック
ボックスを選択することができるようになります。

自動で通信を開始する設定がされている場合は、PD-Adapterを起動するとステータスウィ
ンドウが表示されないで、タスクトレイに登録されて起動します。

図 3-10：自動通信設定ダイアログ

3.1.8 PD-Adapter［自動通信］

図 3-9：データ長設定

3.1.7 PD-Adapter［データ長］

ステータスウィンドウ（図 3-3）上のリストに変数が表示されている場合、変数上で右ク
リックすることで、整数型変数のデータ長を変更することができます。データ長には、16
ビット、32ビットの選択が可能です。初期状態はPro-Designerにて設定されたデータ長に
なっています。

ディスクリート型、実数型、文字列型変数のデータ長の変更はできません。
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「編集」メニューから「ターゲット編集」や「変数編集」を選択することで、ステータス
ウィンドウ（図 3-3）で読み込まれている設定を編集することができます。

「ターゲット編集」を選択した場合はターゲット設定ダイアログ（図 3-5）、「変数編集」を
選択した場合は変数設定ダイアログ（図 3-6）が、あらかじめ設定された状態で表示されま
す。

ステータスウィンドウに通信設定が読み込まれていない場合は、メニューはグレイアウトさ
れ、この機能を使用することはできません。

3.1.10 PD-Adapter［編集］

3.1.11 PD-Adapter［既存選択]

「接続」メニューから「既存選択」を選択することで、以前設定したPD-Adapter通信設定
ファイル（*.pda）をステータスウィンドウ（図 3-3）に読み込むことができます。

「接続」メニューから「Pro-Serverファイル出力」を選択することでPro-Serverファイル
出力ダイアログ（図 3-11）が表示されます。このダイアログにて追加・上書きを選択する
ことにより、Pro-Server用のネットワークプロジェクトファイル（*.npj）を出力します。

ラジオボタンを“上書き”に設定した場合、同一の参加局があればその参加局を削除して、
新たに作成します。異なる参加局の場合は、新たに参加局を作成します。

ラジオボタンを“追加”に設定した場合、同一の参加局、シンボルがあれば上書きを行うか
確認を行い、同一のもの以外は追加されます。

図 3-11：Pro-Serverファイル出力ダイアログ

3.1.9 PD-Adapter［Pro-Serverファイル出力］



オペレーション

14
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3.2 通信方法

図 3-12：通信時の構成図
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PD-Adapterにて出力したネットワークプロジェクトファイル（*.npj）をPro-Studioで開
きます。

Pro-Studioのメイン画面（図 3-14）では、PD-Adapterで設定したPro-Designerのプロ
ジェクト名がPro-Serverの参加局名になります。

また、Pro-Designerの変数リスト（図 3-13）に登録された変数のうち、PD-Adapterの変
数設定ダイアログ（図 3-6）で選択した接続変数が、ターゲット名_変数名というシンボル
名で出力され、Pro-Studio上に表示されます。

IPアドレスには自局のIPアドレスが設定されます。シンボルのアドレスにはLSエリアが自
動的に割付けられています。

Pro-Studioでネットワークプロジェクトファイル（*.npj）を上書き保存した後、PD-
Adapterで通信を開始します。

図 3-15：Pro-Server参加局の設定

3.2.1 Pro-Server［接続設定］

図 3-14：Pro-Studioメイン画面

注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項：PLCタイプはWindows搭載コンピュータとなります。

図 3-13：Pro-Designer 変数リスト

ターゲット名

ターゲット名_変数名

Pro-Designerのプロジェクト名

変数名
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PD-Adapterは DOSプロンプトやPro-Designerのスクリプトからコマンドとして起動するこ
とができます。そのときに、オプションをコマンドに付加することで、いくつかの処理を行
うことができます。

■ファイルオプション

/f　[ファイル名]

起動時に読み込むファイル名を指定することができます。

自動通信設定ダイアログ（図 3-10）で自動設定が設定されていても、ここで指定した
ファイルが優先されます。

例：PDAdapter.exe /f test1.pda

ファイル名にスペースを含む場合は”（ダブルクォーテーション）で囲んでください。

■オートオプション

/a

PD-Adapterを起動すると自動的に接続・通信を行います。ステータスウィンドウ（図
3-3）は表示されずに、タスクトレイに登録されて起動します。

例：PDAdapter.exe /a

3.2.4 PD-Adapter［閉じる］
「接続」メニューから「閉じる」を選択することで、ステータスウィンドウ（図 3-3）を閉
じることができます。この状態でも、Pro-Serverとの通信は行っており、タスクトレイに
はそのままPD-Adapterが残ります。タスクトレイのアイコン上で、右クリックしてメ
ニューを表示させた後、「Window表示」をクリックするか、アイコン上でダブルクリックを
行うことで、再度ステータスウィンドウを表示させることができます。

3.2.3 PD-Adapter［オプション］

「通信」メニューから「通信開始」を選択すると、通信を開始することができます。また、
「通信中断」を選択すると、通信を中断することができます。

注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項：PD-Adapterで通信を開始する前に、PD-Adapterにて出力され

たネットワークプロジェクトファイル（*.npj）は必ず Pro-

Studio で保存し直してください。また、必ずターゲット機の

Pro-Designerランタイムが起動していることを確認のうえ、通

信を開始してください。

3.2.2 PD-Adapter［通信］
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図 3-16：PD-Adapter終了確認ダイアログ

「接続」メニューから「PD-Adapterの終了」を選択することで、PD-Adapterを終了すること
ができます。このとき通信中でなければ終了確認ダイアログ（図 3-16）を、通信中の時は
通信中断・終了確認ダイアログ（図 3-17）を表示します。

タスクトレイのアイコン上で右クリックを行い、メニューを表示させた後、「PD-Adapter終
了」を選択することでも終了させることができます。

3.2.5 PD-Adapter［終了］

図 3-17：PD-Adapter通信中断･終了確認ダイアログ
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� プロジェクト名に英数字（半角）とアンダースコア（半角）（ _ ）以外の文字が含まれ
ている場合、PD-Adapterでそのプロジェクトは選択できません。
これは、プロジェクト名をPro-Serverの参加局名としているため、Pro-Serverで許可
されていない文字を使用できない制限から来ています。上記以外の文字が含まれている
場合は、Pro-Designerエディタで「ファイル」メニューから「プロジェクトに名前を付
けて保存」を選択することによりプロジェクト名を変更してビルドした後、PD-Adapter
通信設定ファイルを作成してください。

� PD-Adapterの通信リストに変数名を登録する場合、ターゲット名と変数名をあわせた文
字数が半角30文字を越えると追加できません。Pro-Serverで登録できるシンボルの文
字数は半角31文字までとなっています。PD-Adapterが生成するPro-Server用のシンボ
ル名は“ターゲット名_変数名”の書式で生成されるため、ターゲット名や変数名が長
いと追加できない場合があります。追加できない場合は、Pro-Designerエディタで文字
を短くしてから再度ビルドした後、追加を行ってください。

� PD-Adapterを経由してPro-Designerと Pro-Server間の通信を行う場合は、Pro-
Designerエディタでターゲットごとにデータシェアリングの設定を行う必要がありま
す。

� PD-Adapterが接続できるのは同一プロジェクト内のターゲットのみです。最大16ター
ゲットまで接続できます。ただし、一度に通信できるターゲット数はデータシェアリン
グ機能の最大アクセス台数により制限されます。詳細は「データシェアリングAPIユー
ザーズマニュアル」をお読みください。

� PD-Adapterで接続できる変数は最大400個までです。ただし、一度に通信できる変数の
数はデータシェアリング機能の最大接続数により制限されます。詳細は「データシェア
リングAPIユーザーズマニュアル」をお読みください。

� PD-Adapterを複数起動することはできません。

第4章　制限事項

4.1 設定時の制限事項

本バージョンのPD-Adapterでの制限事項について記載します。
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� PD-Adapterで生成するPro-Serverファイルには、ターゲットを複数選択した場合でも
参加局は1つしか作成されません。参加局名はプロジェクト名となり、ターゲット名を
付加された変数名がシンボル名となります。

� 通信相手となるPro-Serverが起動したときには、サーバーに通信を行うネットワークプ
ロジェクトファイルが読み込まれている必要があります。Pro-Studioを通信開始前に起
動しておくか、Pro-Studioで自動ロード設定を行ってください。自動ロードの設定につ
いては、「Pro-Server with Pro-Studio for Windowsオペレーションマニュアル」を参
照してください。

� PD-Adapterで通信を開始する時には接続先のPro-Designerランタイムが起動している
必要があります。必ず、先に接続先ターゲットのPro-Designerランタイムを起動してか
らPD-Adapterの通信を開始してください。

� Pro-Designerランタイムが起動していない場合に、PD-Adapterで通信を行ってしまった
場合は、Pro-Designerランタイムを起動し、PD-Adapterで再接続を行ってください。

� PD-Adapter以外にデータシェアリングAPIの機能を利用しているアプリケーションがあ
る場合や、データシェアリング機能を利用してターゲット機間での通信が行われている
場合、PD-Adapterで接続できる変数の数はデータシェアリング機能により制限されま
す。詳細は「データシェアリングAPIユーザーズマニュアル」をお読みください。

� 整数変数のデータ長を変更すると、Pro-Server側で設定されているアドレスが重なること
がありますので必ず確認を行ってください。特に、データ長を16ビットから32ビットに
変更される場合は、Pro-Server側のデータ長に注意してください。

4.2 通信時の制限事項

4.3 Pro-Serverに関係する制限事項
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Pro-Serverアクション一覧 PD-Adapterで使用可能な
アクション

1 任意のアプリケーションを起動する ○
2 アラームログ（音声通知機能付き） ○
3 Mailでデータ送信 ○
4 GPログデータアップロード －
5 GPファイリングデータの自動ダウンロード －
6 GPファイリングデータの自動アップロード －
7 Accessデータの自動アップロード ×
8 Accessデータの自動ダウンロード ×
9 Excelレシピダウンロード ×
10 Excelのブックへデータを書き込む ×
11 データベースへのアップロード ×
12 データベースからのダウンロード ×

PD-Adapterを使用してPro-Designerと Pro-Server間で通信を行った場合、Pro-Serverで
使用できるアクション機能は以下のようになります。

4～6番の機能はサポートしません。7番以降の一度に複数のデータを書き込むアクション
については、現在は使用できません。

4.4 Pro-Serverで使用できるアクション機能
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PD-Adapterで表示されるエラーメッセージの一覧とその処置方法

第5章　付録

5.1.1 エラーダイアログ一覧

5.1 トラブルシューティング

No. エラーメッセージ 原因 処置方法

1 このアプリケーションは既
に起動されています。

既にPD-Adapterは起動されて
います。

ウィンドウが表示されていない場合は、
タスクトレイよりWindow表示を選択して
ください。

2 不正な起動オプションが含
まれています。

指定された起動オプションが正
しくありません。

起動オプションを再確認してください。

3

プロジェクトが見つかりま
せん。Pro-Designer でプ
ロジェクトを作成後、再度
実行してください。

Pro-Designerでプロジェクト
が１つも作成されていません。

Pro-Designer上でプロジェクトを作成し
てください。

4 プロジェクト名を選択して
ください。

プロジェクト選択ダイアログで
プロジェクトを選択しないまま
次へ進むとダイアログで表示さ
れます。

プロジェクトを選択しなおしてから次へ
ボタンを押してください。

5

指定できるプロジェクト名
は最大31文字です。Pro-
Designerにてプロジェクト
名を変更してください。

Pro-Serverの参加局名にプロ
ジェクト名を設定しているた
め、参加局名の最大文字数であ
る31文字を超えるプロジェクト
名は指定できません。

Pro-Designer上で”プロジェクトの名前
を付けて保存”を行い、プロジェクト名
を短く変更してください。変更後、必ず
ビルドを行ってください。

6

プロジェクト名に使用でき
ない文字が含まれていま
す。Pro-Designerにてプ
ロジェクト名を変更してく
ださい。

Pro-Serverの参加局名にプロ
ジェクト名を設定しているた
め、参加局名の使用可能文字以
外が含まれている場合には設定
できません。

Pro-Designer上で“プロジェクトの名前
を付けて保存”を行い、プロジェクト名
から”_”以外の記号文字を削除して保
存しなおしてください。保存後、必ずビ
ルドを行ってください。

7
入力された接続先が見つか
りません。

ネットワーク上に入力された接
続先が存在しません。

正しいIPアドレス、コンピュータ名を入
力してください。

8

ターゲットが見つかりませ
ん。Pro-Designerでプロ
ジェクト内にターゲットを
作成後、再度実行してくだ
さい。

Pro-Designerでターゲットが1
つも作成されていません。

Pro-Designer上でターゲットを作成して
ください。

9
登録できるターゲット数は
最大16個です。

既に16個ターゲットが登録され
ています。

登録するターゲットの数を16個以下でご
使用ください。

10
ターゲット名、もしくはIP
アドレスが既に登録されて
います。

同じ名前か、同じIPアドレスの
ターゲットが既に登録されてい
ます。

正しくターゲット登録を行ってくださ
い。既に登録されている場合は、一度削
除したあと、再度登録してください。
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5.1.2 ステータス表示一覧（ステータスウィンドウ）

No. メッセージ 原因 処置方法

1
スレッドの生成に失敗しま
した。通信を開始できませ
ん。

メモリ不足やリソース不足など
の原因により通信が開始できま
せんでした。

コンピュータを再起動してください。

2 Pro-Designerランタイム
との接続に失敗しました。

Pro-Designerランタイムとの
接続に失敗しました。

Pro-Designerランタイムが起動している
ことを確認してください。

3
Pro-Designerランタイム
にターゲット名または、変
数名が存在しません。

Pro-Designer ラ ン タイ ムに
ターゲット名または、変数名が
存在しません。

PD-Adapter上の接続設定を再度確認して
ください。

4
Pro-Designerランタイム
が通信可能な変数の数を超
えました。

Pro-Designerランタイムが通
信可能な変数の数を超えまし
た。

接続する変数の数を減らしてください。

ターゲットのランタイムのバージョンを
確認してください。バージョンが違って
いた場合は、ランタイムをインストール
しなおした後、再度通信を行ってくださ
い。
（同じバージョンのPD-AdapterとPro-
Designerランタイムを使用する必要があ
ります。）

6
Pro-Designerランタイム
にデータを書き込めませ
ん。

通信時にPro-Designerランタ
イムにデータを書き込むことが
できませんでした。

Pro-DesignerターゲットのIPアドレス
や、変数名を確認してください。

7
Pro-Serverからデータを
読み込みできません。

通信時にPro-Serverからデー
タを読み込めませんでした。

Pro-Serverに参加局とシンボルが登録さ
れていることを確認して下さい。また、
Pro-Serverのデバイスモニタにてデータ
を参照できることを確認してください。

8 Pro-Serverにデータを書
き込めません。

通信時にPro-Serverにデータ
を書き込むことができませんで
した。

Pro-Serverに参加局とシンボルが登録さ
れていることを確認して下さい。また、
Pro-Serverのデバイスモニタにてデータ
を参照できることを確認してください。

5
Pro-Designerのバージョ
ンが違います。

Pro-DesignerランタイムとPD-
Adapterのバージョンが異なり
ます。

No. エラーメッセージ 原因 処置方法

11
登録できる変数の数は、最
大400個です。

既に400個の変数が登録されて
います。

登録する変数の数を400個以下でご使用
ください。

12

本アプリケーションで指定
できる変数名は、ターゲッ
ト名と合わせて最大半角30
文字です。Pro-Designer
にて変数名を変更してくだ
さい。

Pro-Serverのシンボル名に”
ターゲット名_変数名”を設定
しているため、シンボル名の制
限事項である32文字以上は設定
できません。

Pro-Designer上で、ターゲット名と変数
名をあわせて30文字以下でご使用くださ
い。変更後、必ずビルドを行ってくださ
い。

13 不正なファイルです。
ファイルが正常に保存されてい
ません。

正しいPD-Adapter 通信設定ファイル
（*.pda）を選択するか、改めて接続の
「新規作成」を行ってください。

14 DAOがインストールされて
いません。

Pro-Serverファイル出力を行
う時に必要なDAO関連のファイ
ルが存在しません。

PD-Adapterを再度インストールしなおし
てください。

15

PD-Adapterの構成ファイ
ルが見つかりません。PD-
Adapterをインストールし
なおしてください。

通信に必要なファイルが見つか
りません。

PD-Adapterを再度インストールしなおし
てください。
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